様式第３号
修理見積書
　見積金額（総工事費）　　　　　　　　　　円　（消費税及び地方消費税込）

□「井戸等の応急修理」申込関係
　見積金額（応急修理分）（※１）　　　　　　　　　円　（消費税及び地方消費税込）
　見積金額（被災者負担分）　　　　　　　　　　　　円　（消費税及び地方消費税込）

工事内訳は別紙（※２、３）のとおり
（工事内訳は、普段使用している見積書を添付してください。）

※１　１世帯当たりの限度額を超える場合は、限度額を記載すること。
　　　＜限度額＞　１世帯当たりの限度額は、757,000円の範囲内とする。
※２　修理業者は本様式とともに、工事費の内訳を添付すること。
　　　　工事費の内訳は、修理業者指定の様式で差し支えありませんが、応急修理の対象となる工事の内容を明記すること。
※３　県外事業者が施工する場合であり、「掛かり増し経費に対する補助」を申請する場合は、見積金額に含めないこと。
※４　市町村は、応急修理の受付時に工事費の内訳を確認し、応急修理の対象工事に　　　　を付けること。

　八代市長　殿

（※修理業者記入）上記のとおり見積書を提出します。
令和　　年　　月　　日
	住所
	

	会社名
	

	電話番号
	

	代表者名
	



（※修理申込者記入）上記の見積書を確認しました。
令和　　年　　月　　日
	住所
	

	氏名
	


（※市町村記入欄）
	市町村名
	受付番号
	受付担当者

	
	
	



様式第３号の２

[bookmark: _Hlk239334528][bookmark: _Hlk239426172]洗浄による井戸機能回復が見込めないことを証する申出書

八代市長　殿

	修理業者名
	

	代表者
	

	電話
	

	メール
	



	災害名
	令和８年熊本地震による災害

	自治体名
	

	修理物件
	邸における井戸等
（住所：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	調査日
	令和　　年　　月　　日



　　　　　　　　邸における井戸等の修理に際し、「構造等の問題により洗浄の実施が困難」又は「井戸そのものには損傷がないが、井戸等の構成要素の損傷により、井戸としての機能を失っている」ことから、下記のとおり、「洗浄の実施が困難であることの妥当性」を証するため下記資料を提出し、これを証明します。
記
【井戸等の状況】
	邸における井戸等の設置図面
※井戸孔がコンクリートで被覆されている。井戸が軒下にある等、洗浄の実施が困難と判断された場合は、その根拠となった状況を記載するとともに、現地の状況がわかる写真等を貼付してください。
※井戸等の構成要素の損傷であり、洗浄による井戸機能の回復は見込めないと判断された場合は、その根拠となった状況を記載するとともに、写真等を貼付してください。

例）
・採水層と異なる砂礫等が吸い上がっており、管の目詰まり等ではなく、破損が明らかであることから洗浄では機能が回復しない。
・発災後○ヶ月の間生活用水として利用しており、濁水の解消に至らないことから、管の目詰まり等ではなく、井戸以外の設備損傷が原因であることから、洗浄では機能が回復しない。










